
■
発
行
日
／
2019年

１
月
7日
発
行
　
■
発
行
人
／
浦
田
　
健
二

■
発
行
所
／
一
般
社
団
法
人
 熊
本
県
歯
科
医
師
会

　
〒
860-0863 熊

本
市
中
央
区
坪
井
2丁
目
4番
15号

　
TEL／

096-343-8020　
FAX／

096-343-0623
　
U
RL／

http://w
w
w
.kum

a8020.com
■
印
刷
所
／
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

Kum
am

oto Prefecture Dentistry  M
edical Association Report

January  2019  N
o.751

CONTENTS

1
January 2019

No.751

主な行事予定 February

熊本県歯科医師会

Kumamoto Dental Association

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

2
2日（土）

4日（月）

9日（土）

13日（水）

16日（土）

19日（火）

23日（土）

学院戴帽式

第38回常務理事会

熊本型早産予防対策講演会

障がい者歯科研修会

第39回常務理事会

県がん患者医科歯科医療連携事業歯科衛生士対象研修会

第22回理事会

新入会員研修会（施設基準届出に係る研修会）

一年々、年を取るごとに物忘れが多くなりこれが進行したら認知症になるのでは

と、ふと思ったりします。母も同じで忘れることが多くなったためガスコンロを

IHに交換して少し安全に注意するようになりました。

最近になって効果の高いアルツハイマー病の特効薬が開発中で、近い将来使用で

きるようになるとニュースで見ましたが、もし本当なら大変喜ばしいニュースです。

長寿大国日本では大きな問題だと思うので、出来るだけ早く薬ができてくれればな

あと思います、自分が病気になる前に完成してください、お願いしますよ。

編集者のつぶやき

（M. K）
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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　亥年は、十二支の中でも最後の年です。日本で
は「猪」の字は「イノシシ」ですが、中国では
「ブタ」を意味します。
　猪の肉には万病予防の効能があると信じられて
おり、猪の猪突猛進な性質から、勇気と冒険の象
徴ともされています。
　今年も元気に突き進みましょう! !

（T. K）

事業課からのご案内

今年度から
保険料が

さらにお安く

最高「3000万円」
の保障が無診査
で加入OK

配偶者も
1000万円まで
加入OK

１年更新で
配当金は毎年
加入者へ還元

其の
1

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　損保ジャパンひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局　TEL：096-343-8020　担当：奥村 ]　までご連絡ください

下記の保険会社と団体収納契約をしておりますので
会費明細引きがご利用できます。

其の
２

個人でご加入した保険料が団体割引でお安くなり、
保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

※昨年度実績 40%還付
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新年あけましておめでとうございます｡ 会員の皆様におかれましては､ 新しい年を健やかにお

迎えになられたこととお慶び申し上げます｡

昨年は､ 全国で災害が多発し大変な一年でしたが､ 今年は皇位継承の年であり新年号を迎える

特別な年ですので､ 是非穏やかで平穏な年となることを祈念しております｡

熊本地震から三回目の新年を迎えます｡ 復旧に向けた中小企業等グループ補助金の交付決定は

昨年で全て認められた事は非常に喜ばしいです｡ しかしまだ補助金の支給が終了していない会員､

ましてやいまだに復旧工事に着手出来ていない会員がおられます､ まだまだ大変ですが､ 今年こ

そは全ての皆様の復旧が終了するように願うと共に続けてサポートさせて頂きたいと思います｡

さて､ 歯科界に目を向けますと､ 2017年､ 2018年と二年続けて政府の骨太方針に歯科保健医療

の推進が謳われ､ 歯科界に対する理解と期待が進んでいると思います｡ 本県におきましても､ 医

科歯科連携をはじめとする様々な医療連携が進んでおります｡ 今年もさらに推進していきたいと

思っておりますので､ 更なる会員の皆様方の御理解とご協力をお願いいたします｡ 東京をはじめ

県外に行くことが多々有りますが､ 最近は何処へ行っても首長､ 議員､ 行政の方々から歯科の重

要性についてのお話を聞きます｡ この様なことはかつてなかった事ですし､ その期待に応える為

に我々ももっともっと努力しなければならないと感じております｡

来年度より口腔保健センターの障がい児 (者) 診療について県行政より､ 歯科医師､ 歯科衛生

士の常勤化の方向で検討しているとのお話がありました｡ 誠に喜ばしい事です｡ 実現すれば県内

の障がい児 (者) の皆様により安定した充実した歯科診療を安定して提供できるようになると確

信しております｡ 関係者の皆様に御礼申し上げます｡

本県歯科医師会も世の中と同じように2025年問題の影響が心配されるようになって参りました､

将来の歯科医師会の安定した運営の為の検討を行っておりますが､ その中で終身会員の年齢引き

上げについて､ 現在各郡市に説明に伺っております｡ 是非皆様の御意見をお聞かせいただき意見

集約をしたいと思いますので宜しくお願い致します｡

最後になりますが今年一年が皆様にとりまして良い年になりますように願いまして新年のご挨

拶とさせていただきます｡
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新年おめでとうございます｡ 全国の日本歯科医師会会員の皆様､ そして関係者の皆様には､ 平
成の時代から新しい未来に向かう歴史的な年をつつがなくお迎えになられたこととお慶び申し上
げます｡
日本歯科医師会会長として三回目の ｢年頭所感｣ になります｡ 最初の年頭所感では ｢会長就任
当時の歯科界の混乱も安定し､ 長年に亘る歯科界からの発信により､ 歯科医療や口腔健康管理の
重要性への国民的な理解が進み､ 歯科界にも活性化の兆しが見えている｡ 更なる活性化に向けて
スピード感をもって取り組みたい｣ と申し上げました｡ 昨年の所感では､ ｢会長就任当時に掲げ
た日本歯科医師会の28課題の中で､ 例えば歯科における新しい技術を積極的に研究開発し､ 診療
報酬改定時期以外に保険収載する仕組みの活用など､ 平成30年度の同時改定の中で重要な懸案事
項について取り組んでいく｣ と述べさせて頂きました｡
このような流れを踏まえ､ 改めて昨年一年を振り返り､ 皆様のお力添えにより､ それらの歯科
界の長年の懸案であった課題も一つ一つ結果をだすことができた､ 充実した一年であったと総括
しています｡ 昨年の所感で言及した ｢歯科活性化会議の中で目指した新技術の開発と期中におけ
る保険収載の実現｣ の他､ 10年来の悲願でもあり､ 新病名検討ボードというチームを立ち上げて
取り組んで来た ｢超高齢社会の疾病構造をカバーできる歯科の新病名の獲得｣ も口腔機能低下症､
口腔機能発達不全症の二つが保険収載されました｡ また50年に亘り歯科医療機関に不当な損害を
もたらし続けてきた､ 歯科特有の不公平な薬価計算ルールも今改定の中で撤廃となりました｡ 更
に､ 数年来求め続けていた ｢厚労省医政局歯科保健課の歯科口腔保健推進室の省令室への昇格｣
も昨年７月31日付で実施され､ 歯科口腔保健法の目的を具体的に果たすための司令塔的な機能を
発揮することが期待されます｡
このようにこれまで実現が難しかった課題が､ 短期間に成果を出せた背景には､ 歯科医療の充
実､ 口腔健康管理の推進の重要性に関して10年以上に亘る歯科界一丸となった粘り強い発信があっ
たことと､ それに加えて､ 目指してきたオールデンタルの取組みが出来つつあることの二つがあ
ると振り返ります｡ 特に歯科界全体の結束と目的意識の共有は､ かつてなく強固になりつつあり､
改めて日本歯科医師連盟､ 日本歯科医学会､ 歯科産業界､ 歯科医療行政の皆様のご理解とご支援
に感謝申し上げる次第です｡
昨年６月15日に閣議決定された骨太の方針2018も､ 歯科の部分に限って言えば､ 前年以上の充
実した内容になり､ 未来投資会議の中間整理にも歯科健診､ 歯科受診の推進の方向性が示されて
います｡
このように歯科医療と口腔健康管理の重要性に対する国民的理解が深まり､ 健康寿命の延伸に
向けての歯科医療の充実に期待が高まる今､ それらの期待に応えて､ 地域における ｢超高齢社会
での歯科医療の新しい役割と責任｣ を明確にした上で､ それをしっかりと実行していくことが､
歯科界の将来を左右する重要な課題と認識しています｡
年号も変わる新しい年は､ 歯科界にとっても極めて重要な歴史的な局面になる年と位置づけ､
日本歯科医師会は､ 2025年以降の人口減少問題への対応も含め､ 口腔機能管理の明確化と質の向
上､ 歯科医師のキャリアパスの拡充､ オーラルフレイル対策を含む予防歯科医療の評価､ 歯科技
工士､ 歯科衛生士を含む新しい働き方の議論等々､ 歯科界の10年先､ 20年先を見据えた新しいビ
ジョンを構築するとともに､ 国民の皆様の健康と生活を守る組織として､ 歯科医療現場の全ての
歯科医療関係者が誇りをもって患者さんに尽くせる環境作りを目指していっそうの責任を果たし
て参ります｡
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11月28日(水) 午後７時より県歯会館において､ 浦田会長他永松理事を除く全役員出席のもと
開催された｡

����������
６. 報告事項：
１. 表彰【叙勲】

旭日双光章 松本 文隆 会員
(宇土郡市)

瑞宝双光章 宮本 加洲彦 会員
(八代)

平成30年11月３日(土) ※閣議決定に
よる発表日

２. 退会会員
・故 赤� 幸太 会員 (第１種／熊本
市) 36歳 平成30年11月10日ご逝去
・故 冨屋 栄祐 会員 (第１種／下益
城郡) 61歳 平成30年11月24日ご逝去
・中川 寛一 会員 (第３種／熊本市)
ホワイト歯科 退職 平成30年９月30
日付
・江頭 優 会員 (第３種／菊池郡市)
長野歯科医院 退職 平成30年11月15
日付
※11月に第１種会員として入会

３. 平成30年度 ｢九州｣ ｢中国・四国｣ 地区
歯科医師会役員連絡協議会の提出協議題
全体会議の協議題に対する回答につい
て報告
４. よかボス企業の登録

県から応募した登録完了通知が届いた
ので､ 県歯ホームページに掲載すること
とした｡
５. 事務局人事
[採用] 日永 智子 専任歯科衛生士と
して口腔保健センター勤務を命じる 平
成30年11月１日付

１. 開会：小島副会長
２. 挨拶：浦田会長

早いもので11月も終わりという時期になっ
てまいりました｡ このたび伊勢神宮への正式
参拝を役員の先生方と行ってまいりました｡
普段なかなか入れない所まで入らせていただ
き､ 非日常の神聖な場所でお参りをすること
ができて､ 身も心も清められる思いがしまし
た｡ 我々も会務を10年近く執行させていただ
いておりますが､ その思いへの感謝､ 熊本地
震への対応・復興も進んでいることへの感謝
など色々な思いを祈願することができてよかっ
たと思っています｡ 今日からは日常に戻りま
して仕事に会務にと大変だとは思いますが､
その気持ちをしっかりと持ちながら､ 残りの
会務を行っていきたいと思います｡ 先生方の
ご協力をお願いしまして開会の挨拶とさせて
いただきます｡ よろしくお願いします｡

３. 議長選出：浦田会長
４. 議事録署名人：中嶋監事､ 西野監事
５. 平成30年度会務報告：

(自：10月22日～至：11月25日)
本会総務：理事会､ 常務理事会､ 九州歯科

医学大会
社会保険：レセプトチェックセンター
地域保健：笑顔ヘルＣキャンペーン無料歯

科健診・相談､ 後期高齢者歯科
口腔健診事業研修会

広 報：『熊歯会報』 11月号の校正､ 12
月号の編集・校正

医療対策：医療相談・苦情事例報告
センター・介護：他職種連携に係る研修会
医療管理：熊本国税局管内税務指導者協議

会
総務・医療連携：がん医科歯科連携登録歯

科医のための全国共通ナショナ
ルテキスト講習会

国 保：国保組合事業見直検討委員会
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡
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[退職] 柴田 富貴子 センター専任歯
科衛生士 平成30年12月28日付
６. 事務局の人事考課の改正
職員人事考課が10年を経過したので一
部内容を変更し､ 360度評価を新たに取
り入れる｡
７. 口腔機能管理者 (４月・５月分) 報告
田上常務理事より自院で実施した口腔
機能管理についての報告があった｡
８. 2019･2020年度 ｢生きる力をはぐくむ歯･
口の健康づくり推進事業｣推進学校の推薦
阿蘇市立内牧小学校を推薦した｡

９. 第71回九州歯科医学大会 (佐賀県) の
参加者及び厚生行事結果
10月28日に開催された九州歯科医学大
会厚生行事について剣道の団体優勝他報
告があった｡
10. レセプトへの選択式記載コードの記録
に係る対応等
日歯から届いているレセプト選択記載
コード記録に関する会員への通知方法に
ついて検討する｡
11. 事業実施報告書
９月末がん及び回復期医科歯科連携事
業報告

12. 10月末会計現況
７. 連絡事項：
１. 12月行事予定
８. 承認事項：
１. 新入会員の承認 [承認]
３名の入会を承認した｡

平成30年度入会状況 (11月末累計)
第１種会員／19人 第２種会員／４人
第３種会員／26人 第４種／１医療機関
２. 名義後援使用依頼 [承認]
《新規》高齢者医療臨床研修会／ (一社)
日本老年歯科学会

９. 議題：
１. 第12回熊本県医療・保健・福祉連携学
会の賛助金 [承認]
前年度同額の５万円を助成する｡

２. 平成31年度総務の事業計画 (案)[承認]
語句や優先順位等について承認した｡

３. 平成31年度各委員会事業計画並びに予
算 (案) [承認]
平成31年度予算について全体として前
年度比89％の予算案とした｡
４. 平成31年度警察歯科医会・総合政策プ
ロジェクト・くま歯キャラバン隊の事業
計画並びに予算 (案) [承認]
くま歯キャラバン隊予算としてタウン
ミーティングを組むこととする｡
５. 平成30年度臨時代議員会日程 [承認]
日程案のとおり進行することとする｡
６. 熊本県の31年度予算に対する要望 [承
認]
学院の奨学金制度及び増築に関する要
望書を提出することとする｡ 一目でわか
るようにチラシも作成する｡
７. 平成30年度 (第34回) 新入会員研修会
日程 [承認]
日程案のとおり進行することとする｡

８. 平成30年度熊本県委託 (補助) 事業に
係る予算 [承認]
・在宅歯科従事者研修事業予算明細書
(案)
・医科歯科病診連携推進事業 (がん診療)
予算明細書 (案)

９. 30年度第17回警察歯科医会全国大会収
支決算 (案) [承認]
最終的な決算案を承認した｡

10. 低ホスファターゼ症に関する本会ホー
ムページ掲載記事 [承認]
県歯ホームページに掲載する｡ 会員に
も通知し､ 医院掲示用ポスターの作成も
検討する｡
11. その他
・医保福連携学会の歯科医師会からの発
表には井上理事に対応してもらうこと
とする｡

10. 協議事項：
11. 監事講評：
・口腔機能低下症の管理リポート結果を是
非会員にも通知していただきたい｡
・過去10年間の事業及び経費削減の推移を
会員説明用の資料として作成してはどうか｡

12. 閉会：伊藤副会長
(竹下 憲治)

種 別 氏 名 医療機関名 住 所 出身大学

第１種 伊
い

藤
とう

和之
かずゆき

伊藤歯科医院 熊本市南区
近見1-13-5

福岡
歯科大学

第１種 江頭
えがしら

優
ゆう えがしら歯科

クリニック
熊本市北区
武蔵ヶ丘4-10-16

九州
歯科大学

第３種 中元
なかもと

雅史
まさふみ 熊本大学医学部

附属病院
熊本市中央区

本荘1-1-1
九州大学
歯学部
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―九州各県医療管理担当者会―

� 日歯への要望及び質問

１昨今政府では､ 医科において看護師等

の外国人の受け入れ態勢を開始してい

るが､ 歯科においても歯科衛生士､ 歯

科助手､ 歯科技工士の不足が問題になっ

ていることから､ 専門学校への外国人

の受け入れ態勢を検討してもらいたい｡

２職場におけるハラスメント防止対策

３来年10月以降の消費税10％増税に係る､

日歯の対応・見解

４歯科衛生士不足対策

５美容医療契約特定商取引法改正により､

歯科自由診療 (ホワイトニング等) に

特定商取引法が適用されるようになっ

たが､ 日歯がそれに関して把握してい

るトラブル等があるか､ またどのよう

に対応しているか教えて頂きたい｡

６復職支援対策事業

７働き方改革法案成立の影響

８歯科衛生士離職時の登録制度

協議題が多数ある上に､ 多岐にわたるため､

終了予定時間を越えて充実した意見の交換､

質問が行われた｡ その後､ 次期開催県挨拶､

そして品川長崎県歯副会長の閉会の辞をもっ

て会議は終了した｡

来年､ 九州各県医療管理担当者会は熊本に

て開催予定である｡

(池嶋 由希)

予定時間を越えて充実した意見交換が行われた

10月20日(土) 午後２時より長崎県歯会館

において､ ｢平成30年度九州各県医療管理担

当者会｣ が開催された｡ 本県より､ 宮井理事､

池嶋委員長が出席した｡ 渋谷長崎県歯専務理

事の開会の辞の後､ 宮口長崎県歯会長より挨

拶を頂いた｡

その後､ 座長・副座長選出ののち三井日歯

常務理事より日歯報告があった｡ 内容は次の

通りである｡

医療広告ガイドラインに関するQ＆Ａ

医療広告規制に関する省令

医療事故調査制度支援体制調査

医療被曝適正管理のあり方

HIV感染者歯科医療ネットワーク構築の推

進に関する調査結果

その後､ 協議に移った｡� 平成30年度各県医療管理関係事業計画

及び予算について各県より報告� 各県提出協議題

１HIV感染者歯科診療ネットワークの現

状

２大規模災害時における各県歯の具体的

対応

３ホームページ

４医療広告

５従業員の健康診断

６放射線業務従事者の定期的な健康診断

７歯科衛生士復職支援

８歯科衛生士確保事業

９保健所立ち入り検査における院内感染

対策に関する調査に対する対応

10院内の滅菌・消毒体制について会員へ

の情報発信

11Ⅹ線漏洩放射線測定報告

12医療事故調査制度

13セクハラ・パワハラ等への対応や研修

会

14歯科医療以外のホワイトニング

�������
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―病診連携特別講演会―

2017年度では3.4％に減少したとの事であった｡

また入院患者は肺炎を発症すると１ヵ月程度

入院期間が延びるため､ 肺炎の抑制は病床の

回転率を上昇させ､ ひいては増収にも繋がり

医療経営的にも有意義であるという興味深い

お話もあった｡ 歯科衛生士 (以下DHと示す)

の役割については､ 嚥下内視鏡検査前の介入､

がん化学療法患者への介入およびブラッシン

グにおける作業療法士との連携についての紹

介があり､ いずれもDHの介入により有意に

良好な効果を得ており､ DHの医科歯科連携

における役割の重要性を示唆された｡

講演２では尾崎先生により､ 歯科部門にお

ける歯科介入時の具体的なシステムについて

様々な症例を供覧頂き説明された｡ 他職種と

連携することにより､ 患者の咀嚼・嚥下リハ

ビリの評価とその後の口腔衛生管理の質の向

上について症例を通じてご教示頂いた｡

足利赤十字病院では歯科研修医のみならず､

医科研修医をはじめ歯科業務に関わる他職種

にも歯科教育を実施している｡ 本研修会は今

後､ 医科歯科連携が益々重要となってくる中､

足利赤十字病院における徹底した連携への取

り組みについて､ 開業医においても医療の質

の向上のためには学ぶべき事が多く､ 他職種

間で共通の情報を持ち､ かつ連携をとってい

くことの重要性を再認識させられ非常に有意

義なものとなった｡

(太田 文隆)

88人の参加者をえて開催

11月10日(土) 午後４時より熊本市医師会

館２Ｆ研修室にて､ 熊本県歯科医師会病診連

携特別講演会が開催された｡ 講師には足利赤

十字病院､ 小松本 悟院長と同病院リハビリ

テーション科､ 尾崎 研一郎先生をお招きし

た｡ 研修会には医師､ 歯科医師､ 歯科衛生士､

看護師､ 作業療法士および言語聴覚士等､ 88

人が参加した｡

まず講演１では小松本先生より､ 病院の概

要､ 歯科部門の紹介と実績､ 口腔管理システ

ム､ 肺炎に関わるQuality Indicatorおよび歯

科衛生士の役割について話された｡ 足利赤十

字病院は病床数555床 (全室個室､ 稼働率100

％) を有する栃木県足利市の中核病院である｡

歯科部門はリハビリテーション科に設置して

あり､ 口腔外科とは別に歯科医師３人､ 歯科

衛生士２人が配置されている｡ 口腔管理シス

テムとしては全入院患者に対して､ 看護師に

よる全病棟統一の口腔ケアアセスメントが導

入されており､ 軽症な患者は統一された教育

を受けた看護師がケアを行い､ 重症な患者に

はリハビリ歯科チームが介入するシステムが徹

底されている｡ 主な歯科介入内容としては口腔

衛生管理 (61％)､ 義歯治療 (21％) および

粘膜治療 (10％) が主な内容となっている｡

肺炎予防に関しては､ 歯科チームが介入する

口腔管理システムによって脳卒中患者の肺炎

発症率は2011年度12.2％であったものが

�������

講演される小松本院長と尾崎先生
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おいて､ 多能性細胞である歯根膜幹細胞とそ

れから分化する歯根膜繊維芽細胞・セメント

芽細胞・骨芽細胞のそれぞれの役割と可能性

について､ 基本的な歯周組織再生治療の機序

や治癒状態について様々な例えを交えて面白

く､ 非常にわかりやすく教えて頂いた｡

何故､ リグロスは世界初 ｢歯周組織再生医

薬品｣ なのか｡

厚生労働省の認可が材料ではなく医薬品と

して承認され保険算定できることとなった為

である｡

これまでの歯周組織再生療法で用いられて

きたGTR法は､ 軟組織と硬組織の治癒スピー

ドが違うため遮断膜 (材料) を使用し､ スペー

スメイキングを行い自己治癒力による組織再

生を促す方法であるが術式の複雑さ､ 適応症

例の制限がある｡ エムドゲイン法も歯周組織

再生用材料 (材料) として厚生労働省の認可

が下りていて､ 幼若ブタの歯胚から抽出した

エナメルマトリックスタンパクを露出した根

面に塗布しセメント芽細胞を誘導することで

歯周組織再生する｡ GTR法に比べると術式

は簡便になり同等の結果を得ることが出来て

おり､ 数多くの論文､ 臨床結果が報告されて

いる｡

様々なデータを解析し質の高いエビデンス

を提供しているCochrane Reviewでは､ GT

R法やエムドゲイン法は､ フラップ手術との

����������
―学術・社保合同講演会―

90人の参加であった

��
平成30年12月２日(日) 午前10時より県歯

会館４階ホールにて､ 村上伸也大阪大学・大

学院歯学研究科歯周病分子病態学教授を講師

に ｢歯周組織再生剤リグロスの薬理作用と使

用法について｣ の演題で科研製薬㈱共催､ 熊

本県歯科医師会学術・社保合同講演会が開催

された｡ 参加者は90人｡

講演に先立って､ 科研製薬担当者からリグ

ロス歯科用液キットe-learning受講と購入手

続きについての説明が行われた｡

続いて村上教授の講演が始まり､ まず初め

に歯周病は国民病であるため保険算定で治療

が行えるようにしたいという熱い想いでリグ

ロスの開発に携わってきたこと､ さらに1993

年からの基礎研究､ 2001年からの臨床試験､

2016年に製造販売承認を取得するまでの開発

経緯が示された｡

次に､ 歯周病治療のグローバルスタンダー

ドとして､ まず診査診断が重要であり､ 初期

治療において確実に原因除去ができているこ

とが大切であること｡ 水平性骨欠損と垂直性

骨欠損の病態の分類､ 根分岐部病変の分類に

ついて説明があった｡

再生とは生体の一部分が失われた場合に､

その部分が再び回復される現象であり､ 幹細

胞の存在は必要条件である｡ 歯周組織再生に

面白く非常にわかりやすい説明
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優位性が明らかにあるとは言えないと報告さ

れている｡

リグロスの適応症は ｢歯周ポケットの深さ

が4㎜以上､ 骨欠損の深さが3㎜以上の垂直性

骨欠損｣ である｡ 歯周組織再生治療の主な適

応症としては３壁性骨欠損､ ２壁性骨欠損で

あるが１壁性骨欠損も適応と考えて良い｡ 根

分岐部病変においても分類による適応の差は

ない｡ ただ､ 骨再生においては残存歯槽骨の

高さまでしか再生しないため治療のゴールを

明確に設定し､ リグロスを塗布する際は残存

歯槽骨骨頂までにしておく｡

術式のポイントとして､ 実際の手術動画を

講演中にお見せいただき､ デブライトメント､

SRPを確実に行い､ 根面が血液や唾液で汚染

される前にリグロスを塗布し､ できるだけ速

やかにフラップ弁を復位縫合することである｡

フラップデザインや縫合方法は特別な方法で

はなく､ 術者の先生方が慣れている方法を選

択して頂き､ 歯肉を保存的に扱うことだけ注

意して欲しいと説明があった｡

術後の経過として､ 約３ヶ月で治癒傾向が

確認され､ 術後９ヶ月で大部分の骨再生が確

認できた｡ 術後の定期的な管理・メインテナ

ンスを行って行く上で､ 規格性のあるレントゲ

ン写真を撮影することの重要性を再認識した｡

リグロスは使い方と歯周組織再生治療にお

ける効果が似ているエムドゲインと比較対照

すると､ 新生歯槽骨の増加量や臨床的アタッ

チメントの獲得量の有効性に有意差が認めら

れた｡ 臨床試験後10年経過した症例 (79人)

において､ フラップ手術との比較対照では歯

周炎の再発の有無を生存時間解析した結果､

リグロスが０％､ フラップ手術が38.2％と長

期的な歯周炎の予後においても優れていた｡

講演の最後に､ 使用に際しての注意点とし

てリグロスは細胞増殖促進作用がある為､ 口

腔内に悪性腫瘍のある場合､ また､ その既往

歴がある場合の使用は禁忌であること｡ 疑わ

しい場合も使用を避けるよう説明があった｡

今後､ 歯周組織再生剤リグロスが歯周治療の

標準的な治療の１つになることを望んでいる

と締めくくられた｡

講演終了後､ 田中社保担当理事からリグロ

スの社保点数説明があった｡

病理組織標本などもユーモアがある例えで

全体を通し､ とてもわかりやすく有意義な講

演会であった｡

(豊田 正仰)

日本歯科医師会製作 『笑顔の向こうに』 が快挙
第16回モナコ国際映画祭でグランプリ受賞

この度､ 日本歯科医師会が製作した映画 『笑顔の向こうに』 が､ 第16回モナコ国際映画

祭 (開催期間：12月３日(月)～５日(水) ※現地時間) の最優秀作品賞 (グランプリ) に当

たる ｢エンジェルピースアワード｣ と助演男優賞 (丹古母鬼馬二) の２部門を受賞し､ ヨー

ロッパの地にて､ 日本の歯科医療の現場における若者たちの姿を描いた作品が高い評価を

受けるという快挙を成し遂げました｡

日本での上映は､ 来年２月15日(金) より全国のイオンシネマで公開されます｡ 歯科医療

の現場をテーマに､ 若者たちの成長を描いた心温まる青春感動ストーリーを皆さまお誘い

合わせの上､ 是非劇場 (イオンシネマ熊本) にてお楽しみください！
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11月４日(日) 午前11時から午後４時まで､ 熊本市上通り
びぷれす広場において ｢笑顔ヘルCキャンペーン中央イベント｣
が､ 本会と熊本日日新聞社の主催､ 熊本県歯科衛生士会の共
催､ 熊本県の後援､ 花王㈱の協力のもとで開催された｡ 今年
は､ 熊本市8020健康づくりの会が10周年記念ということで初
めてイベントに参加された｡ 本県において後期高齢者歯科健診
事業が行われているがその啓発もかねて､ 熊本県後期高齢者
医療広域連合も参加して街頭アンケートを行った｡
渡辺副会長の挨拶でイベントがはじまり､ 各コーナーでは
本会地域保健委員会によるお口の何でも相談､ 県歯科衛生士
会による口臭チェック・歯みがき指導､ 熊本歯科衛生士専門
学院紹介､ 今年から始めた高齢者向けの舌圧測定に加え､ 熊
本市8020健康づくりの会によるフッ化物洗口体験等､ どれも
盛況で来場者の方々は熱心に話を聞かれていた｡
また､ ステージイベントでは､ 今年は初めてフッ素マンに
よるクイズを行い多くの方が参加された｡ また､ ぺぺぺぺら
んによる紙芝居､ 熊本市8020健康づくりの会による腹話術が
催され､ 子供たちも楽しそうに参加していた｡
今年度も街頭の歯科アンケートでは1000人を超えて､ 1114
人の回答を頂き､ 定期的に歯科を受診されている方の人数を
もっと増やしていかななければならないと感じた｡
来年もイベントを大いに盛り上げ､ 県民の口腔内の健康に
対する意識を少しでも高めていきたいと思う｡

(松原 崇士)

キリンさんはいつも人気者

―中央イベント―

渡辺副会長の挨拶

腹話術ショーも大人気

紙芝居で啓発活動

すばらしい笑顔の写真展示

指示を出す赤尾理事

新しいプログラムもありました
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後期高齢者はさっそく健康診査

きれいになったかな？

今年もフッ素マン登場

8020推進員の方もアンケート調査に協力

歯科衛生士による歯みがき指導・口臭チェック

8020健康づくりの会のパレード

気合いを入れる学院生

歯科医師による相談コーナー
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11月10日(土) 午後２時から５時まで､ 八

代歯科医師会口腔保健センターにて ｢笑顔ヘ

ルCキャンペーン｣ を行った｡

高野会員､ 溝口会員､ 地域保健委員会のメ

ンバーが衛生士会､ 技工士会の協力のもと準

備を整え当日をむかえた｡ 内容は歯科相談､

ブラッシング指導､ 口腔ケアグッズの配布を

行った｡ 好天にもめぐまれ多数の来場者が期

待されたが､ 告知不足のためか来場者はあま

り多くはなかった｡ そんな中でも来ていただ

いた方々は自分たちの口の中について関心が

あり､ 口腔の健康維持に積極的な人ばかりで､

ひとりひとりに時間をかけて話を聞くことが

でき､ 例年より丁寧に対応できたと思う｡ 衛

生士会にお願いしたブラッシング指導も熱心

に行われていた｡

同時に口腔保健センター２階では､ 後期高

齢者歯科口腔健康診査啓発講演会が行われ､

地域の老人会の皆さんが熱心に山口専務の話

に耳を傾けていた｡ 超高齢化社会を迎えるに

あたりこれらの活動はもっと必要になってく

るであろう｡

(高田 博樹)

����������������八 代

上手にできるかな

平成30年度臨時代議員会 開催のお知らせ

下記の通り平成30年度臨時代議員会を開催しますのでお知らせいたします｡
記

日時：平成31年３月23日(土) 午後３時～
会場：熊本県歯科医師会館 ４階ホール

[ 議 事 ]
第１号議案 平成30年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算書 (案) の承認

を求める件
第２号議案 平成31年度熊本県歯科医師会事業計画 (案) の承認を求める件
第３号議案 平成31年度熊本県歯科医師会会費及び負担金の賦課額､ 賦課率

並びにその徴収方法 (案) の承認を求める件
第４号議案 平成31年度熊本県歯科医師会会計収支予算書 (案) の承認を求

める件

[ 協 議 ]
１ 終身会員の在籍年数及び適用年齢の引き上げについて
２ 時局対策について
３ その他

※代議員会は公開となっています｡ 傍聴を希望される場合は､ 会議場
後方に席を用意してありますので､ 事務局に必ずご連絡のうえご来
場下さい｡
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���������� 郡市会報告

完全復興を願わずにはいられない旅であった｡
(塚本 卓也)

８月23日(木)､ ９月13日(木)､ 10月９日(火)
の３回にわたり､ 菊池郡市歯科医師会館にて､
本会に新設された訪問歯科診療や在宅医療連携
を主とする委員会の主催で ｢訪問歯科診療のス
スメ｣ 研修会を行った｡
この研修会は､ 昨今の歯科界での在宅医療の

推進や地域での他職種連携の流れを汲み､ 会員
に向けて訪問歯科診療を広めていくという初の
取り組みを企画した｡
｢具体的にどうしたら始められるか､ 何から

始めるか｣ をテーマに次の内容にて３回にわけ
て開催した｡
○第１回目
｢基本的な訪問歯科医療の必要性や知識｣
長野会員

○第２回目
｢訪問歯科､ 介護における保険請求の基礎知識｣
長野会員､ 矢野歯科衛生士 (長野歯科医院の
主任歯科衛生士)

○第３回目
① ｢菊池郡市における訪問歯科診療の展望｣
高木会長
② ｢訪問診療に使用する器具の紹介や保険点
数､ Ｑ＆Ａ｣
三隅委員､ 吉浦委員
③ ｢口腔ケアの実際の仕方｣
坂本歯科衛生士 (歯科衛生士会菊池支部)

④ ｢行政としての訪問歯科の意義｣
溝部氏 (合志市行政)
研修会を３回シリーズで開催するという､ 初

めてづくしの試みとなり､ ３回とも椅子が足り
ないやら郡市会館の駐車場に入り切らないほど
の大盛況で会員のみならず､ 菊池圏外の会員､
スタッフも参加され､ 訪問歯科診療への関心の
高さが伺われた｡
研修会の終了後にはアンケートをとり､ テー

マ､ 取り組み､ 内容ともによかったという評価
をたくさんいただき､ これからはじめてみよう
という会員も多くおられた｡
今後委員会として､ 訪問歯科医療に１人でも

多くの会員が診療室を出て携われるよう､ この
ような取り組みをより一層加速させ､ 会員に知
識の研鑽や情報の共有などを進めて行きたい｡

(南川 剛寛)

菊池郡市歯科医師会������������
― ｢訪問歯科診療のススメ｣ 研修会―

椅子が足りないほどの大盛況､ 訪問歯科診療への関心の高さが伺われた

―歯科医師会研修旅行―

��������������球磨郡歯科医師会

11月23日～25日の秋の連休を利用して実施し
て恒例の研修旅行を実施した｡
今回の参加者は少人数ではあったが､ その分､

各個人の要望を取り入れ､ 自由時間に恵まれた
研修旅行であった｡
関西へと足を運び神戸市及び姫路市を中心に､

歯科医療に関しては休日診療の現状を視察､ 日
中は秋の紅葉に癒され夜は関西の美味なる食を
楽しみ､ 日頃のストレス発散の旅となった｡
姫路市では､ 雲一つない秋晴れの下に､ 世界

遺産で国宝でもある姫路城を見学し､ 姫路城の
壮大さ華麗さに感銘を受け熊本城の一日も早い

休日診療の現状を視察
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����� �����―臨時総会・忘年会―

������������������玉名郡市歯科医師会

11月30日(金) 玉名市民会館において平成30

年度臨時総会・忘年会が行われた｡ 開会の前に

物故会員に対する黙祷が行われ､ ��会長の挨
拶のあと総会が開始された｡ 議長に森会員､ 副

議長に鳴尾会員が選出され､ 会務､ 会長・専務

会議､ 国保委員会などの報告がなされた｡ 議事

では､ 前年度の一般会計､ 共済互助会､ 連盟な

どの決算報告がなされ､ それぞれが承認された｡

その他協議として終身会員の適用年齢の引き上

げの件､ 有明地区の医科歯科連携の件､ 後期高
齢者の歯科口腔健診の件､ 医療対策の件につい

て話し合われた｡ 特に後期高齢者の健診受診率

の低さについて大林専務理事より現況報告があ

り､ その対策が課題となった｡

その後忘年会会場に席を移し､ お酒を酌み交

わしながら楽しく語り合い､ 会員の結束がさら

に高まるのを感じつつ盛況のうちに終宴となっ

た｡

(月精 秀和)

全ての議事が承認された

一同で威勢よく締めの手拍子

11月４日(日) 水俣市もやい館にて ｢水俣健

康まつり｣ が行われた｡

｢すべての市民が心身ともに自立し､ 健康的

に暮らすために｣ をスローガンにして､ 医療､

介護､ 食改等の団体が参加し､ 約500人の来場

があった｡ 歯科医師会では歯科相談 (71人) 妊

婦健診 (13人) を行った｡ 歯科相談では60代10

人 (14％) 70代17人 (24％) 80代７人 (９％)

と60歳以上が約半数を占めた｡

隣接のDH会では69人に対してフッ素塗布が

行われた｡ フッ素塗布は毎回されている方も多

数おられた｡

同会場にて ｢みんなで考えよう認知症予防と

交通安全 あなたは免許返しますか？返しませ

んか？｣ を副題にして､ 理学療法士､ 管理栄養

士､ 水俣警察署署長などを講師に迎えて ｢水俣

市認知症地域支援フォーラム｣ が開催された｡

(蓑田 亮)

水俣・芦北郡市歯科医師会�������������
―水俣健康まつり―

無料歯科相談､ 妊婦健診を行った｡
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も雨がひどかったので､ 長男の住んでいる
小倉が心配でした｡ 冬期オリンピックでの
日本勢の活躍も､ うれしい限りでした｡
⑤孫(１才10ヶ月)の成長が一番の楽しみです｡
⑥平成30年５月に熊大で眼の手術をしました｡
視力がおとろえないように､ 注意していま
す｡ 血行促進に良いとＴＶでいっている
｢かかとおとし｣ を毎日やっています｡������
①�� ��
②昭和22年10月18日
③日本歯周病学会・日本補
綴歯科学会の指導医取得
をめざす｡ ゴルフでアベ
レージ80台を目指す｡
④大企業の倫理感の欠如・データーの改ざん｡
あおり運転｡
⑤熊本県の歯科医療苦情数を少なくする｡ 若
年歯科医師の診断力向上のお手伝いをする｡
スタッフの幸せの実現｡
⑥自己流のストレッチ・筋トレ・冷温浴｡ 呼
吸法｡ 毎朝１時間の脳のストレッチ｡ 美し
いものにふれる (美術・写真・デザイン)｡���������������
①�� ��
②昭和22年10月22日
③テニス全九州大会 (70代シ
ニア) の個人で優勝するこ
と｡ 今年は決勝で負け悔し
い思いでした｡
④70才にして第二の人生が始まった事｡ 毎日
テニスに体作りに励んでいます｡ 全てはテ
ニスの為､ 人生を楽しむ為です｡
⑤今､ 腸内フローラに関心を持ち､ 食べ物は､
できるだけ有機食品を使用し､ 主食を酵素
玄米にしています｡
⑥１､１日１万歩から２万歩の運動をすること｡
２､ 食べ物は有機食品をとる事､ 塩分糖分
をとり過ぎない事｡
３､ 精神的なストレスを溜めない事｡ ポジ
ティブに考え方を持っていく事｡����

①�� ��
②昭和34年１月２日
③老化に抵抗する｡ 初心にか
える｡
④猛暑…とにかく暑かった｡

����������������������������������������

����������������������������������������

①氏名 (敬称略)
②生年月日
③今年の抱負
④昨年のニュース (出来事) の中で､ どん
な事が印象に残りましたか
⑤いま関心があること
⑥健康のために留意していること�����
①�� ��
②昭和22年２月８日
③今年もおいしい酒が飲める
ように､健康に気をつけたい｡
④自然災害の恐怖｡
⑤次の元号｡
⑥早寝・早起き､ ウォーキングです｡��������
①�� ��
②昭和22年４月19日
③今迄の延長線の毎日であり
たいです｡
④トランプ氏から目を離せま
せん｡ 新聞を読む時間が増
えました｡
⑤人生､ やり残したことはないか｡
⑥病は気から｡ 心の健康を大切にしています｡���������
①�� ��
②昭和22年７月６日
③障がい者福祉に関わってみ
たい｡
④世界的にいろいろな災害｡
私事としては三男が結婚し
たこと｡
⑤パソコンをもっと勉強して町民に口腔衛生
のアドバイスをしていきたい｡
⑥この年まで生きてきたので満足です｡ 友人
のアドバイスを聞きながら生きていきたい
と思っています｡����������
①��� ��
②昭和22年９月16日
③健康で少しでも長く､ 仕事
を続けたいです｡
④７月の豪雨､ 北九州地方で

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������
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ロシアワールドカップ…対ベルギー戦｡
⑤人間Watching (２人の孫 (３才・４ヶ月)
の成長､ 又､ 年老いていく両親を観察し人
間の一生を考えたい)
⑥食べすぎない､ 飲みすぎない､ 極力歩く｡��������
①�� ��
②昭和34年１月２日
③初心にかえって頑張る｡
④水害､ 台風､ 地震と自然災
害の多発｡ MADE IN JAPAN
の根本を揺るがす検査不正の数々｡ 頑張れ
日本｡
⑤少子高齢化が進み過疎化が進む地元天草こ
の先どうなる？
⑥ストレスを溜めずに適度のお酒を楽しむ事
(飲み過ぎが多いですが)｡������
①�� ��
②昭和34年１月９日
③ネットやＩＴの発達で生活
のリズムにスピード感を感
じます｡ ストレスのない､
のんびり､ 優しい時間で暮らしたい｡
④今年５月に新元号に変わるということで､
患者の年齢が､ わかりにくくなります｡
⑤還暦になって海釣りの楽しさに､ はまって
います｡
⑥なるべく歩く｡�������
①�� ��
②昭和34年１月28日
③健康に気をつけ､ あせらず
着実に｡
④西日本豪雨､ 大阪北部地震､
大型台風､ 北海道地震などの自然災害｡ 歴
史的名牝の誕生 (凱旋門賞も勝てる!!)
⑤金パラの高騰｡ なんとか値下がりしてほし
いものです｡
⑥酒を飲み過ぎないようにすること｡ 週２回
は１時間程度､ ウォーキングをすること｡�������������
①�� ��
②昭和34年２月20日
③自分の欲を満たす生き方か
ら､ 誰かの役に立てるよう
な生き方にシフトして行く

節目の年にしたい｡
④子供への虐待､ 貧困｡
⑤院内改革､ スタッフ主導にする為には……｡
⑥別にありません……｡ した方がいい事はあ
るのに……｡����������
①�� ��
②昭和34年３月11日
③長年の飲酒と運動不足によ
り培ってきたオトナスタイ
ルを解消すること｡ まず手
始めにぽっこりお腹をシックスパックにす
る､ 無理なら薄っすら凹凸のついたお腹に
すること｡
④天変地異の多さ｡ 日本のサッカーワールド
カップベスト16入り｡ 行きそびれてしまい､
妻から事あるごとに責められ続けた30年目
のハワイ新婚旅行の実現｡ これで弱みはも
う無くなったはず……｡
⑤口腔ケアが全身の健康を維持し､ ＱＯＬを
高めることを､ いかにして患者さんに伝え､
理解してもらうか｡
⑥日課として､ 朝のテレビ体操､ あいうべ体
操を行う｡ そして､ 晩酌は２合で我慢する｡������������
①� ��
②昭和34年４月19日
③即断・即決を心がける (優
柔不断で､ 問題が山積みに
なり､ 年々苦しい思いをし
ているので)｡
④豪雨や地震など､ 天災｡ 天皇の退位､ 新天
皇の即位｡ 同級生になります (新天皇はＳ
35年生まれ２月なので)｡
⑤60才という年齢において､ 仕事をどのよう
にまとめていくか､ 常に考えています｡
⑥食事と運動､ ストレスの発散｡ なかなか､
難しいですが｡�������
①�� ��
②昭和34年４月29日
③自分の仕事ができるという
恵みを忘れない｡
④スマホなし｡ テレビ､ パソ
コンほとんど見ない｡ 浮き世の事はあまり
関心がなくなりました｡
⑤愛妻 (？) の健康｡
⑥仕事量を減らす｡

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

���������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������
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����������
①�� ��
②昭和34年５月26日
③健康に留意しまだまだ毎日
楽しく診療に取り組む｡
④平昌冬季五輪やサッカーＷ杯ロシアでの日
本の活躍｡ ｢長崎と天草地方の潜伏キリシタ
ン関連遺産｣ の世界文化遺産への登録決定｡
⑤身の回りのいらないものを整理整頓する｡
⑥健康維持のために､ 趣味のテニスを週２～
３回行う｡���
①�� ��
②昭和34年８月14日
③アンチエイジング
④異常気象 (特に日本の熱帯
化)｡
⑤マインドフル瞑想｡
⑥筋力トレーニング (特に脚)｡�����
①�� ��
②昭和34年10月１日
③健康に気をつけて､ あと､
ひとふんばり！
④猛暑｡ このままどんどん暑
くなるのか？
⑤歯学部・技工士学校・衛生士学校の不人気｡
今後歯科業界はどうなっていくのか｡
⑥ゴルフの時､ 歩いてラウンドする｡������
①�� ��
②昭和34年11月23日
③気になりながら後回しにし
ていたことを実行｡ クリニッ
クや家の片づけ､ 書類の整
理､ 購入したままの本を読む､ セミナーの
復習､ 保険の見直し等｡
④ノーベル医学・生理学賞を受賞した本庶佑
先生が ｢元気になったのはあなたのおかげ｣
と言われると何より嬉しいと語っていた｡
｢多くの人の役にたちたい｣ と医学を志し
たとの事｡ 医療者は､ そういう意識が根底
に無いとおかしなことになるのではないか
と思う｡ 研修医の息子に伝えたいことは､
こういう事だと気づいた｡
⑤提供する側の立場からも受ける側の立場か
らも､ 将来の医療介護の展望｡

⑥睡眠も運動も足りていないが､ 食事は栄養
のバランスが取れるよう心掛けている｡������������
①� ��
②昭和34年12月10日
③なんといっても患者さんの
幸福を第一に考え､ 半歩遅
れてスタッフや家族の幸福､
そしてさらに半歩遅れて自分の幸福を願いな
がらマイペースでやっていきたいと思います｡
④若者達が､ 古い体質の大人達に向かい､ 勇
気をもって自分の主張を堂々と述べた姿が､
素晴しかったですね｡
⑤舌側矯正｡ 来年の院内旅行先としての北海
道､ 韓国､ 台湾､ 沖縄｡ プロによるボウリ
ング教室 (来年は九地連は熊本開催！)｡
⑥自分の感情のままに生きています (人のた
めにしてあげたいと思えば､ 誰の目も気に
せずやりますし､ 自分の考えに合わなけれ
ばやりません｡ もう年とってきたのだから､
自分のやりたいように生きています)｡����
①�� ��
②昭和34年４月11日
③還暦に際し､ 健康に気を付
けて､“万里一空”の境地
を求めて日々､ 精進してい
くこと｡
④様々な分野での中央のプレゼンスの拡大｡
⑤我が国の行く末｡ 今後の歯科医療制度｡
⑥“悠々閑 ”々心緩やかに過ごせる時間を作ること｡����
①�� �
②昭和34年12月17日
③愉しく｡
④特になし｡
⑤特になし｡
⑥ゴルフ｡�
①�� ��
②昭和46年４月４日
③いつもどおり出来る限りの
事はする｡
④日大アメフトタックル問題｡
⑤Hazukiルーペ｡
⑥プラス思考｡

��� ����������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������
���������������������������������������� ����������������������������������������
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��
①�� ��
②昭和46年４月13日
③家族旅行をしたい｡ 剣道を
頑張る (昇段審査に向けて)｡
④大谷翔平選手や大坂なおみ選手等の活躍｡
⑤特にありません｡
⑥腰痛体操｡�����
①� �
②昭和46年５月22日
③健康に留意して自院や歯科
医師会の業務に頑張ってい
こうと思います｡
④北海道での大地震｡ 熊本地震を思い出しま
した｡
⑤子供の成長｡
⑥深夜パトロールの回数を減らし､ 深酒をし
ない様に気をつける｡�����
①�� ��
②昭和46年７月29日
③がんドックを受ける
④地方の人口減少と労働者の
不足｡
⑤歴史｡
⑥可能な限り我慢をしない｡ ゆっくり走る｡����
①�� ��
②昭和46年７月６日
③昨年から10年ぶりに柔道の
練習を再開し､ ４月には15
年ぶりに試合を行いました｡
(全国高段者柔道大会 結果は１本負け)
六段への昇段を今年を含め､ 今後の目標に
しています｡
⑥昨年７月に交通事故で右足の脛骨と腓骨を
骨折してしまいました｡ 人生初の手術と約
２カ月の入院を経験しました｡ 健康や家族
(妻) の大切さが身にしみてわかりました｡
10月中旬から松葉杖なしで２足歩行できる
ようになり､ 仕事にも復帰しました｡ 元ど
おり柔道ができるまでには２年くらいかか
ると考えています｡ リハビリ中心の毎日です｡

�����
①�� ��
②昭和46年12月３日
③がんばる｡
④自然災害 (地震､ 台風)｡
⑤消費税10％↑｡ 熊本でのスポーツイベント
(ラグビー､ ハンドボール)｡����
①�� ��
②昭和46年12月16日
③保険の改正でますます複雑
になる保険制度にきちんと
対応していく事｡
④大谷翔平の２刀流｡
⑤ミステリー小説｡
⑥カロリーを考えて食事をとる｡���������
①�����
②昭和46年12月18日
③診療､ その他諸々に耐えう
る体づくり｡
④サッカーワールドカップにお
ける日本代表の活躍｡
⑤2019年ラグビーワールドカップが日本で開催
されること｡
⑥ロードバイクに時々乗る｡����
①�� ��
②昭和58年10月13日
③常に成長していけるよう､
インプットとアウトプット､
アクションのサイクルをしっ
かり回していくことです｡
④米朝首脳会談､ 平成の終わり､ 自然災害｡
⑤歯科以外の分野をもっと知りたいと思ってい
ます｡
⑥睡眠時間を十分にとり､ 週２日以上水泳を
しています｡ 日によって断食も取り入れてい
ます｡

����������������������������������������

����������������������������������������

�

����������������������������������������
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熊本市 佐藤 邦彦

自分にはその後良いことしか起こっていない
と言ってもいいと思います｡ まず当たり前な
のですが､ 体がすごく軽い｡ まあ10キロ痩せ
るということは体から1.5リットルのペット
ボトルが６本ほどなくなったことを意味しま
すので､ それもそのはずです｡ 心臓に負担を
かけていたんだなと反省しました｡ そして目
標体重に達したことで得られる成功体験を積
むことがとても大きかったと思います｡ 当時
の自分は歯科医師としてまだ１本筋が通って
いなかったように思いますが､ マラソンの練
習を通して本当に精神的に修行できた気がし
ます｡ 練習で１時間近く走ることもあるので
すが､ その時間は自分と向き合う時間｡ 仕事
のことを考えたりオーディオブックを聞いた
り､ 走りながら座禅を組んでいるような感覚
が自分には非常に合っていました｡ だらだら
とテレビを見る時間も減り､ 時間を有効に利
用できるようになりました｡
物事に積極的になると仕事の面でも色んな
難しい症例にも挑戦し､ 成功することができ
るようになる｡
また外科処置が多く､ 患者様に痛みや腫れ
を与えることが多い自分にはその方に対する
贖罪の気持ちもあります｡ 他人に苦痛を与え
るのであれば自分もきつい思いをしないとい
けないと｡ そして感謝の気持ちも生まれます｡
自分は妻や子供の幸せより､ 自分のやりたい
ことや自分の幸せを当たり前のように優先す
る人間なので､ ジムに行って遅く帰るのも普
通､ 家庭サービスも全くするつもりもなく､
何ごとも自分のやりたようにやるのですが､
流石に普段何も言わない家族にはありがたい
と､ ようやく思えるようになりました｡
歯科医院を経営していくうえで､ 数字も非
常に重要です｡ 二宮尊徳に ｢経済なき道徳は
不道徳｣ という言葉があるのですが､ そのこ
とも自分の体重計の数字が教えてくれました｡
なんとなくではダメなんだなと｡ 人間は何ご
とも自分に都合のいいように考えがちですが､
数字だけは客観性のある事実で動かしようが
ない｡ そして自分の評価は患者様という他人
がしてくれること､ 開業してまだ１年ほどし
か経っていませんが､ 綺麗事でなく､ 数字と
しての事実は追い詰めていかないと常々考え
ています｡
さて2019年も熊本城マラソンに参加します｡
今年のゴールタイムは今の体の仕上がり具合
だと３時間28分45秒くらいかなと思います｡
頑張ります｡
※次は中央支部の岡村先生にお願いします｡

｢あんたはうちの子じゃない｣ これは母が
高校卒業して以来15年ぶりに実家に居を構え
ようとした自分に言いはなった言葉です｡ 約
６年前の出来事です｡
大学､ 社会人を通しての偏食､ 運動不足が
たたって実家を離れた時に比べると10キロ以
上体重が増えていました｡ そして親戚の法事
に参加した時にも ｢少しふっくらしたね｣ と
言われる始末…｡
この一連の出来事は自分を大きく変えるきっ
かけとなりました｡ 体重が増えていたのは体
重計にのっていたので､ 分かってはいたので
すが､ まぁ年齢も重ねるごとに筋肉も少し増
えているんだろうなぐらいに軽く考えていま
した｡ 見ないようにしていたと言うのが正し
い表現かもしれません｡ けどさすがにこの時
は ｢あ､ 自分は客観的にみて太ってみえるん
だ｣ と気づかされ多くの学びを得ることがで
きました｡ それは
①他人にはその本人に利害がない限り､ 自分
のことを注意してくれる人はいない
②数字は嘘をつかない
重要なことをまとめるとこの２つに集約さ
れると思います
そこで太っていたことに気づいた自分はダ
イエットを始めました｡ 母親にも協力しても
らって大幅な食事制限｡ うさぎのような食生
活を３ヶ月ほど送りました｡ そして週にだい
たい40～50キロ走って､ マラソン大会出場を
目標としたランニング｡ 体重は３ヶ月で元に
戻りました｡ 世の中にはいろいろなダイエッ
ト法があり多く紹介されていますが､ レコー

ディングダイエットに
重点をおいた食事制限
しかダイエットに関し
ては効果がでないと断
言できますし､ 本も出
版できるくらいの体験
をしました｡ 運動で痩
せることはない､ といっ
てもマラソンを完走で
きるほどの運動は積み
ましたが､ マラソンは
応援するよりも出たほ
うがやはりいいです｡
本当の価値は走らない
とわからないと思いま
す｡ マラソンはそれ以
降もずっと続けていま
す｡
さて､ 体重が戻った
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は時間がかかりそうだ｡
前日ミーティングの場は佐賀牛のステーキ

田 (でん)｡ 決して綺麗なお店ではないが老
夫婦の作ったステーキは絶品！肉本来の美味
しさを十分に引き出す一品にBチームの士気
は上がる｡
Ｂチームの予選リーグは､ 大分､ 沖縄､ 福

岡との組となった｡ 予選１試合目は福岡北九
州の無法松との対戦｡ 最初の試合でコートに
も慣れてないせいか粘りかなわず０－３ (２－
６､ ５－６､ ２－６) で完敗｡
ここで､ 浦田会長をはじめとする熊本県歯

科医師会の執行部の先生方の激励があり元気
をいただいた｡ ２試合目は沖縄なんくるとの
試合｡ 応援の成果か､ ２－１ (６－４､ ６－
４､ ２－６) と勝利｡ ３試合目は優勝候補の
大分宗麟｡ ０－３ (２－６､ ５－６､ ２－６)
と完敗｡ 強い！その結果予選リーグ３位でコ
ンソレーショントーナメントに望む｡ これも
昨日の作戦会議通りでした｡
ここで予想外の展開に…試合の進行が遅く

途中休憩が３時間あり戦意喪失し福岡放生会
にまさかの１－２ (６－３､ ５－６､ ６－１)
で敗退｡ ここでＢチームの九地連佐賀大会は
あっけなく終了した｡
今回の天然芝コートは､ ボールが弾まず､

滑りやすく､ おまけにどっちにボールが変化
するかわからない難しいコートでプロがウイ
ンブルドンで平気にプレーしてるのは､ 本当
に凄いことだと思った｡ 慣れないせいもあり
どの選手も実力を発揮できたとは言い難いが､
きれいに整備された芝での試合はとても気持
ちよく記憶に残る大会でした｡
応援に来て頂だいた浦田会長以下執行部な

らび事務局の皆様この場をお借りして厚くお
礼を申し上げます｡

(小野 秀樹､ 山口 洋平)

10月28日(日) に九州歯科医学大会厚生事
業のテニス大会がグラスコート佐賀テニスク
ラブで開催された｡
日本初の天然芝コートを有する会場で､ 屋

外に天然芝が14面､ オムニコート (砂入り人
工芝) が５面のうち２面室内にある｡
今回は前回大会の大分とは違い､ 天候に恵

まれ晴天の中で130名を超える参加者だった｡
熊本からは12人での２チームで出場した｡

チーム編成は以下の通り
Ａ：チーム肥後もっこす

山根､ 飯田､ 山口 (一)､ 八木､
山口 (英)､ 山口 (洋)

Ｂ：チーム火の国
友枝､ 大塚､ 野村 (健)､ 城井 (か)､
小野､ 安楽尚美 (助っ人)
試合は３チームの２ブロック､ ４チームの

４ブロックに分かれ予選を行い１､ ２位が本
線トーナメント､ ３､ ４位がコンソレーショ
ントーナメント方式にて行われた｡ また今回
は天然芝の会場とあって､ 芝の痛みを減らす
ため予選はすべて２－２からの試合で行われ
た｡
Ａチームは予選を３戦全勝とし１位通過｡

本戦トーナメントは初戦ひぃくん (宮崎) に
３－０で勝利し､ 準決勝で宗麟 (大分) と対
戦｡ １－１で山根､ 山口 (英) ペアーが６－
５の大接戦を制し決勝進出｡ 決勝では､ 博多
山笠 (福岡) と対戦し､ 山口 (一) 山口 (洋)
ペアーが強敵の一つに勝利するも１－２と力
及ばず準優勝となった｡
Ｂチームの戦いは前日に始まった｡ 士気を

上げるため､ 佐賀は車で１時間半と近いにも
関わらず前泊し､ 佐賀に着いてすぐにコート
を視察するとすでに宮崎チームは練習中｡ 芝
コートの感触になれるため急遽練習開始｡ 天
然芝のコートはとにかく癖が強く､ 慣れるに

３年ぶりの受勝ならず

テニス部��������������
会長と執行部と事務局のＢチーム！

準優勝Ａチーム！
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中村 矢一 先生
平成30年12月２日 ご逝去 82歳�郡 市 名：八代市�入会年月日：昭和43年６月25日

①今もっとも関心のあることを教えてください｡

②自分が希望する歯科診療とはどのようなもの

だとお考えですか｡

③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教

えてください｡

④今後の抱負は何ですか｡

第第１１種種会会員員
江頭 優
(エガシラ ユウ)

熊本市北区武蔵ヶ丘4-10-16

えがしら歯科クリニック

①県歯野球部｡
②親切､ 丁寧､ 地域密着｡
③高齢者が通院しやすい設計と訪問治療での
対応｡
④診療､ 経営､ 私生活､ バランスよく充実さ
せていきたい｡

� � �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

赤� 幸太 先生
平成30年11月10日 ご逝去 36歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：平成28年５月25日
冨屋 栄祐 先生
平成30年11月24日 ご逝去 61歳�郡 市 名：下益城郡�入会年月日：昭和63年７月26日
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会 務 報 告 自 平成30年10月22日
至 平成30年11月25日

所管 日付 摘要 出務者

総 務

10月24日

第18回理事会
【承認事項】
(１) 新入会員の承認
(２) 名義後援使用依頼
【議 題】
(１) 平成32年度 (2020年) 九地連公募研究事業のテーマ
(２) 厚生労働省医療関係者研修費等補助金災害医療チーム等養成支援事業 ｢平成30年度

災害歯科保健医療チーム養成支援事業｣ 災害歯科保健医療体制研修会実施要領
(３) 一般社団法人熊本県歯科医師会定期便に係る同封物取り扱い基準内規並びに講演会

及び研修会案内の掲載､ 郵便物同封等の基準の一部改正 (案) ほか

浦田会長他小島副会長､ 松本理事を
除く全役員

女性歯科医療支援ワーキンググループ
(１) ネットワーク作り (２) 市医師会保育所

町田委員長､ 池嶋・神崎副委員長他
３委員

25日

第１回強化専門委員会・第２回スポーツ医科学専門委員会合同会 (水前寺共済会館グレー
シア)

渡辺副会長

大西一史熊本市長・励ます会 (熊本ホテルキャッスル)
伊藤副会長､ 牛島専務理事､ 椿常務
理事､ 宇治会員､ 澤田事務局長

月次監査
(１) Ｈ30.９月末会計現況監査

中嶋・西野監事

26日 第66回全国調停委員大会in仙台 (仙台国際センター) 前野会員

27日

九地連役員会 (ホテルニューオータニ佐賀) 浦田会長

第71回九州歯科医学大会受付事務職員説明会 (佐賀市文化会館) 岡係長､ 紫藤・緒方書記

第71回九州歯科医学大会 (佐賀市文化会館)
本県参加者：会員34名

浦田会長､ 牛島専務理事他

28日
第71回九州歯科医学大会厚生行事 (佐賀県)
野球､ 剣道､ テニス､ ゴルフ､ ボウリング､ 囲碁

浦田会長､ 伊藤副会長､ 牛島専務理
事､ 椿常務理事

29日 人事考課打合せ 牛島専務理事､ 八木常務理事

30日 山鹿市歯会会員研修会 (山鹿市歯会館) 牛島専務理事

11月１日
県女性医師キャリア支援センターとの打合せ (熊本大学病院) 町田委員長他１名

株式会社ニュースカイホテル開業五十周年記念祝賀会 (ANAクラウンプラザニュースカイ) 渡辺副会長

２日 人吉市歯会会員研修会 (清流山水花あゆの里) 渡辺副会長､ 牛島専務理事

３日 北海道胆振東部地震見舞訪問 (北海道歯会) 浦田会長､ 牛島専務理事

６日 支払基金支部長との懇談会 (熊本市)
浦田会長､ 牛島専務理事､ 椿常務理
事

７日

第２回副会長会議
(１) 平成30年度県知事表彰､ 平成31年秋叙勲候補者

浦田会長､ 小島・渡辺・伊藤副会長､
牛島専務理事

第32回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 第12回熊本県医療・保健・福祉連携学会の賛助金
(３) 選挙管理委員会への対応 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

８日 各委員会概算要求協議 (広報､ 厚生・医療管理､ 学校歯科､ 地域保健)
牛島専務理事､ 田上・八木常務理事､
大林・竹下・宮井・赤尾理事

９日 各委員会概算要求協議 (医療対策､ センター・介護､ 社保､ 学術､ 総務・医療連携)
小島・伊藤副会長､ 牛島専務理事､
八木・椿常務理事､ 永松・松本・井
上・田中・宇治理事

10日 県歯野球部納会 (熊本市) 渡辺副会長

13日 人事考課説明会 田畑社労士､ 牛島専務理事

14日
都道府県専務理事会 (日歯会館) 牛島専務理事

第805回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

15日
第４回選挙管理委員会
(１) 会長予備選挙日程及び役員等選挙日程 (２) 会長予備選挙及び役員等選挙のスケジュール

山口委員長他全委員､ 渡辺副会長､
牛島専務理事､ 八木常務理事

16日
第39回全国歯科保健大会会長招宴 (宇都宮東武ホテルグランデ) 浦田会長

水俣・芦北郡市歯会会員研修会 (津奈木文化センター) 牛島専務理事

17日 第39回全国歯科保健大会 (宇都宮市文化会館) 浦田会長

20日

上益城郡歯会会員研修会 (御船町スポーツセンター) 牛島専務理事

第33回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 平成31年度総務の事業計画 (案)
(３) 平成31年度各委員会事業計画並びに予算 (案) ほか

浦田会長他牛島専務理事を除く全役
員

21日 故北田賢次郎先生叙位受渡式 伊藤副会長

22日 玉名郡市歯会会員研修会 (玉名文化センター) 牛島専務理事

学 術 11月16日

第20回熊本睡眠呼吸障害研究会幹事会 (熊本大学附属病院) 伊藤副会長

学術委員会
(１) 12／２科研製薬㈱共催学術・社保合同講演会 (２) Ｈ31年度事業計画・予算書 (案)
(３) ｢Back to Basic｣ ネーミング変更 ほか

井上理事､ 馬場委員長他４委員

社会保険

11月４日 県歯科衛生士会施設等で従事する歯科衛生士のためのスキルアップ研修会 桐野委員長

５日
レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：２名

田中理事

６日 県における医療費の見通しに関する計画検討委員会 (県庁) 椿常務理事

８日
国保連合会との勉強会
出席者：16名 (歯科審査委員８名､ 連合会職員８名)

田中理事

15日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) 井口副委員長､ 清水・市川委員
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所管 日付 摘要 出務者

地域保健

10月23日 第２回県糖尿病対策推進会議 (県医師会館) 赤尾理事

27日 協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (㈱ウッディファーム)
受診者：８名 歯科衛生士１名

28日
ヘルＣキャンペーン無料歯科健診・相談 (上益城郡) (嘉島町・イオンモール熊本) 上益城郡会員
ヘルＣキャンペーン無料歯科健診・相談 (天草郡市) (天草市民センター体育館) 天草郡市会員

11月４日
ヘルＣキャンペーン無料歯科健診・相談 (水俣・芦北郡市) (水俣市総合もやい直しセンター) 水俣・芦北郡市会員
笑顔ヘルＣキャンペーン中央イベント (熊本市・びぷれす広場)
来場者 (アンケート総数) ：1,114名

渡辺副会長､ 田上常務理事､ 竹下・
赤尾理事他７委員

５日
ヘルＣキャンペーン無料歯科健診・相談 (球磨郡) (至10日) (各会員診療所) 球磨郡会員
ヘルＣキャンペーン無料歯科健診・相談 (宇土郡市) (至10日) (各会員診療所) 宇土郡市会員

７日 協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (県花き園芸農業協同組合)
受診者：14名 歯科衛生士２名

８日
ヘルＣキャンペーン無料歯科健診・相談 (荒尾市) (各会員診療所) 荒尾市会員
ヘルＣキャンペーン無料歯科健診・相談 (玉名郡市) (各会員診療所) 玉名郡市会員

10日
ヘルＣキャンペーン無料歯科健診・相談 (八代) (八代口腔保健センター) 八代会員
後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (八代歯会口腔保健センター)
受講者：７名 山口八代専務理事

11日 ヘルＣキャンペーン無料歯科健診・相談 (菊池郡市) (菊池郡市歯会館) 菊池郡市会員

13日 後期高齢者歯科口腔健診事業打合せ (熊本市)
(１) 後期高齢者広域連合との打合せ 牛島専務理事

14日 後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (坂本コミュニティーセンター)
受講者：13名 仲村会員

17日 後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (山鹿市老人福祉センター)
受講者：67名 宮坂山鹿市会長

20日 後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (熊本市小島上町公民館)
受講者：31名 折田歯科医師

21日 笑顔ヘルＣキャンペーン反省会
(１) 熊日・歯科衛生士会・広域連合・熊本市8020健康づくりの会との反省会

田上常務理事､ 竹下・赤尾理事､ 郷
原委員長

広 報

10月22日 広報小委員会
(１) 会報11月号第２校校正 (２) 今後の会報作成等日程 (３) 次年度事業計画 竹下理事､ 永廣委員長他３委員

11月９日 広報小委員会
(１) 会報12月号第１校校正 (２) 今後の会報作成等日程 竹下理事､ 永廣委員長他３委員

19日 広報小委員会
(１) 会報12月号第２校校正 (２) 今後の会報作成等日程 竹下理事､ 永廣委員長他３委員

学校歯科

10月25日 第68回全国学校歯科医協議会 (鹿児島県) 大林理事
31日 第２回生徒保健委員連絡協議会 (熊本テルサ) 渡辺副会長

11月７日 日学歯広報委員会 (日歯会館) 大林理事
14日 第７回日学歯理事会 (日歯会館) 大林理事

医療対策

10月22日 医療対策小委員会
(１) ｢医療トラブル０ 10箇条｣ の校正 永松理事､ 岡田委員長他３委員

25日 医療対策小委員会
(１) 損保ジャパンとの打合せ 永松理事､ 岡田委員長､ 椿副委員長

30日 医療対策小委員会
(１) ｢医療トラブル０ 10箇条｣ の校正 (２) 事例検討 永松理事､ 犬束・添田委員

11月５日 医療対策小委員会
(１) 事例協議 永松理事

13日 医療対策小委員会
(１) 相談事例への対応 永松理事､ 添田委員

21日 医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 九州各県医療安全対策担当者会 (３) 委員提出協議題 ほか 永松理事､ 岡田委員長他全委員

センター・
介護

10月24日 県在宅医療連合会代表者会議 (県医師会館) 松本理事
11月１日 医療政策課による口腔保健センター視察訪問 小島副会長

２日 センター・介護小委員会
(１) 今後のセンター運営

田上常務理事､ 松本理事､ 平井委員
長他３委員

10日

熊本県地域リハビリテーション支援センター第２回研修会 (県医師会館) 平井委員長
第５回多職種連携に係る研修会 (芦北町地域活性化センター)
口腔リハビリテーション多摩クリニック 田村文誉科長
受講者：52名

松本理事､ 井手・長野委員

11日
第４回多職種で取り組む食支援アドバンスコース
口腔リハビリテーション多摩クリニック 田村文誉科長
受講者：36名

松本理事､ 平井委員長他２委員

厚生･医療
管理

10月26日 球磨郡健康診断 (あさぎり町免田保健センター)
27日 下益城郡健康診断 (松橋公民館)

11月22日 熊本国税局管内税務指導者協議会事前打合せ会 (宮崎県歯会館) 宮井理事
22日 熊本国税局管内税務指導者協議会 (宮崎県歯会館) 宮井理事

総務･医療
連携

11月５日
総務・医療連携委員会
(１) 病診連携特別講演会 (２) 第２回歯科医科連携シンポジウム原稿
(３) 熊歯会報巻頭言 ほか

宇治理事､ 三森委員長他全委員

10日
病診連携特別講演会 (熊本市医師会館)
出席者：88名
講師：足利赤十字病院 小松本悟院長､ 足利赤十字病院リハビリテーション科 尾�研一郎歯科医師 浦田会長､ 小島・伊藤副会長､ 牛島

専務理事､ 宇治理事､ 三森委員長他
全委員

17日 がん医科歯科連携登録歯科医のための全国共通ナショナルテキスト講習会
受講者：８名 宇治理事

学 院

10月23日
第２回学院入学試験委員会
(１) 平成31年度推薦入学試験
合格者：42名

浦田会長､ 伊藤学院長､ 渡辺副会長､
牛島専務理事､ 牧・林副学院長､ 弘
中教務部長

11月18日 学院 ｢熊歯衛祭｣ 伊藤学院長､ 牧・林副学院長

19日 第５回学院校舎増築臨時検討委員会
(１) 増築構想

伊藤委員長､ 小島副委員長､ 八木・
松本・牛島・弘中・林委員､ 菅顧問

国保組合

10月23日 全協事務 (局) 長研修会 (TKP田町カンファレンスセンター) 田尻課長補佐
27日 全歯連携第１回通常総会 (福島市) 上野副理事長

11月２日 全協保健事業推進担当者会 (東京・全国町村会館) 塩山係長

８日 国保組合事業見直し検討委員会 上野副理事長､ 桑田常務理事､ 守永・
瀬井理事

15日 国保組合被保険者全国大会 (憲政記念会館) 浦田理事長､ 桑田常務理事



公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　亥年は、十二支の中でも最後の年です。日本で
は「猪」の字は「イノシシ」ですが、中国では
「ブタ」を意味します。
　猪の肉には万病予防の効能があると信じられて
おり、猪の猪突猛進な性質から、勇気と冒険の象
徴ともされています。
　今年も元気に突き進みましょう! !

（T. K）

事業課からのご案内

今年度から
保険料が
さらにお安く

最高「3000万円」
の保障が無診査
で加入OK

配偶者も
1000万円まで
加入OK

１年更新で
配当金は毎年
加入者へ還元

其の
1

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　損保ジャパンひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局　TEL：096-343-8020　担当：奥村 ]　までご連絡ください

下記の保険会社と団体収納契約をしておりますので
会費明細引きがご利用できます。

其の
２

個人でご加入した保険料が団体割引でお安くなり、
保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

※昨年度実績 40%還付
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学院戴帽式

第38回常務理事会

熊本型早産予防対策講演会

障がい者歯科研修会

第39回常務理事会

県がん患者医科歯科医療連携事業歯科衛生士対象研修会

第22回理事会

新入会員研修会（施設基準届出に係る研修会）

一年々、年を取るごとに物忘れが多くなりこれが進行したら認知症になるのでは

と、ふと思ったりします。母も同じで忘れることが多くなったためガスコンロを

IHに交換して少し安全に注意するようになりました。

最近になって効果の高いアルツハイマー病の特効薬が開発中で、近い将来使用で

きるようになるとニュースで見ましたが、もし本当なら大変喜ばしいニュースです。

長寿大国日本では大きな問題だと思うので、出来るだけ早く薬ができてくれればな

あと思います、自分が病気になる前に完成してください、お願いしますよ。

編集者のつぶやき

（M. K）
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